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Ｄ．担当者の経験及び研修 

 

１．担当者の経験、特別支援学校教諭免許状の有無、研修等 

（１）難聴・言語障害教育の経験年数 

 今回の調査では 2,606 人の教員につい

て回答があった。 

2,606 人を経験年数別に整理した結果

を図Ｄ－１に示した。 

 経験年数が３年以下の教員が 46.5％で

最も多かった。前回（43.2％）や前々回の

調査結果に比して、増加傾向が見られる。

一方、20 年以上の経験を持つ教員は

8.1％で、前回（7.7％）や前々回の調査結

果に比べて増加している。 

 

（２）勤務形態 

 今回の調査では、勤務形態（常勤か非常勤か）について尋ねた。この項目に回答のあっ

た 2,597 人のうち、常勤が 2,404 人（92.6％）、非常勤が 193 人（7.4％）という結果であ

った。 

 

（３）特別支援学校教諭免許状 

 今回の調査では特別支援学校教諭免許状を有しているかについて尋ねた。この項目に回

答のあった 2,593 人のうち、有している教員が 1,166 人（45.0％）、有していない教員が

1,427 人（55.0％）という結果であった。 

 

（４）研修経験 

 研修経験については、難聴・言語障害教育を初めて担当する際の研修経験の有無と担当

する中での研修の有無について回答を求めた。初めて難聴・言語障害教育を担当する時点

で研修を受けた教員は、1,692 人（64.9%）であった。これは前回（46.1%）や前々回の調査

に比べて増加している。また、難聴・言語障害教育担当期間中に研修を受けた教員は、2,283

人（87.6％）であった。これは前回（77.3％）や前々回の調査に比べて増加している。 

 

２．難言教育の専門性の維持・向上について 

難聴・言語障害教育に関する専門性の維持・向上について、自由記述で回答を求めたと

ころ、821 件の記述があった。難聴学級及び難聴通級指導教室担当者の回答が 167 件、言

語障害学級及び言語障害通級指導教室担当者に回答が 515 件、難聴・言語障害学級及び難

３年以下, 
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４～６年,
509人, 19.5%
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図Ｄ－１ 担当者の経験年数 
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聴・言語障害通級指導教室併設されている担当者の回答が 130 件、幼児教室の回答が 65 件

あり、そのうち、幼児教室のみが設置されている教室からの回答が８件あった。 

 

○難聴学級及び難聴通級指導教室担当者 

専門性の維持・向上を図るために、「研修会に参加する」という記述が 38 件あった。「積

極的に研修に参加して専門性を高めたい」「さまざまな研修会に参加し、理解を深めていき

たい」「個人で研修に申し込み、専門性の維持向上を図る」「補聴器・人工内耳など、日々

進化しているので新しい情報を得るために積極的に研修に参加する」という積極的に研修

に参加することで専門性を高めていく記述があった。 

 「研修の機会が少ない」という記述が 33 件あった。「いろいろな研修に参加したいが、

今年度は地震もあり、研修が中止になった」「研修が少なく、首都圏まで出るのが負担」 

「専門性を高める研修が年１回と極めて少ない」「財政難のため、通常の学級の先生が優先

される」など様々な理由から、専門性が必要で学ぶ内容が多いにもかかわらず、研修の機

会が限られていると感じている記述があった。 

 「聾学校（特別支援学校（聴覚障害）」に関連する記述が 20 件あった。「ろう学校の研修

に参加し、理解を深めたり、専門性を高めたい」「ろう学校で授業を参観したり、体験をし

たりしたい」「難聴言語に関する専門性の向上を図るために、ろう学校との人事交流を進め

てほしい」など、ろう学校との連携を通して、専門性の維持・向上を図りたいという記述

があった。 

 「手話」に関連する記述が 12 件あった。「公的な手話の研修があれば参加したい」「手話

を覚えると支援の幅が広がる」などであった。 

「人材育成」「人的配置」に関連する記述が 11 件あった。「担当者が１～２年でかわるこ

とが多いので専門的指導ができにくい」「中学校の難聴特別支援学級は増設の傾向にある

が、免許を持っていない担当者になることが多い」「専門性をもった教員を採用し、継続的

に専門の指導ができるように人的な配置をしてほしい」など、計画的な人材育成と配置を

希望する記述が見られた。また、「中学校の難聴特別支援学級は、新設後３年で児童生徒が

卒業することで閉級になってしまうことが多く、専門性の維持が難しい」という現状もあ

る。 

 

○言語障害学級及び言語障害通級指導教室担当者 

「研修」に関連する回答が 232 件あった。積極的に研修を受けるという記述や研修の機

会が少ないという記述があった。また、「担当してから研修をするのではなく、研修を受け

た教員が担当すればよいと思う」「実習制度があればよいと思います」「中級レベルの研修

がないので、行ってほしい」など、研修の内容や実施方法についての記述があった。 

「指導方法」に関連する記述が 30 件あった。構音や吃音に関する指導方法について研修

を通して学んでいきたいとの記述があった。また、「大学などで長期研修を行う」という記
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述が 27 件あった。「現職の教員が長期研修を受けられ、専門的な資格を受けられる制度を

復活してほしい。」と研修制度が復活することを希望する記述があった。 

「人的配置」に関する記述は 79 件あった。担当者が転勤やベテランの退職によって専門

性の維持が難しい現状があり、適切な人事配置を希望する記述が見られた。「外部に研修」

に行くとの回答が 35 件あった。「はじめの一歩」「全難言協の全国大会」「日難言の研修」

「特総研の研修」「ＬＤ学会」「自閉症スペクトラム学会」「日本授業ＵＤ学会」等、児童生

徒の多様化に伴い、様々な外部の研修の機会を活用して専門性の維持・向上を図っている

との記述があった。しかし、遠方であったり、自費の負担が多かったりするために、参加

できなかったり、近隣で研修が開催したりしてほしいとの希望が記述されていた。 

「ことばの教室（学級）の初担当者」に関わる回答が 21 件あった。「担当になる前から

の研修が必要である」という記述が複数見られた。「言語聴覚士」との連携に関連する記述

が 18 件あった。「言語聴覚士（病院）と学校との連携し、指導・支援のあり方を知りたい」

という記述など言語聴覚士から具体的な指導方法について学びたいという記述が見られた。

「連携」に関する回答が 15 件あった。「研修会が少なくなかなか相談できないので、横の

つながりをもつ機会を増やすべきである」など困った時に、近隣の教室や関係機関などと

気軽に相談したいという記述が見られた。 

その他では、「免許制の創設」「通常の学級や管理職への理解を促す」「教室経営」などの

記述が複数見られた。 

 

○難聴・言語障害学級及び教室併設されている担当者 

難聴・言語障害学級及び教室併設されている担当者の回答が 130 件あった。「研修」に関

連する記述が 67 件あった。「研修に参加する」「研修の機会を増やしてほしい」「継続的に

研修が必要である」など研修に積極的に参加しようとする記述があった。また、「首都圏で

行われる研修を地方でも行ってほしい」「研修に出やすい体制を整えてほしい」「県外の研

修を出張と認めてほしい」と研修を受けやすい体制や研修の機会を増やしてほしいという

記述もあった。 

 「人的な配置」に関連する記述が 18 件あった。「難言で７年以上経験を積んでも市内だ

けで異動して、通常の学級や特別支援学級の担当になることがある」「人事異動の際に、通

級指導教室間での異動というルートがない」「講師ではなく、正規の常勤の職員が配置され

ることを望む」という計画的な人事配置や人事異動についての記述があった。 

また、「大学への内地留学」に関連した記述が７件あった。「以前のように大学への内地

留学制度を復活してほしい」など、大学で一定期間集中して、専門的な研修を受けてから

担当者になることができるように求める記述があった。 

 

○幼児のきこえの教室・幼児のことばの教室 

幼児のきこえの教室・幼児のことばの教室の回答が 65 件あり、そのうち、幼児の教室の
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みが設置されている教室からの回答が８件あった。 

「研修の機会を持つこと」は５件の記述があり、「日々の実践を大切にしていく」と記述

が２件あった。また、「併設されている小学校担当者と合同研修の時間を確保できているこ

とからケース検討や教材紹介、子どもの見立て等、学ぶ機会があり、小学校担当者の深い

経験から専門性を高めていくことは続けていく」という併設されている小学校との連携を

とおして、専門性の維持・向上を図る回答があった。 

 

難聴・言語障害教育に関する専門性の維持・向上について、難聴学級及び難聴教室担当

者、言語学級及び言語教室担当者、難聴・言語学級及び教室併設されている担当者、幼児

教室のみが設置されている教室の担当者の自由記述を分類して示した。 

難聴・言語障害教育に関する専門性の維持・向上を図るために、「研修」の必要性を担当

者が実感していることが明らかになった。近年、経験の長い担当者が退職することが多い

ため、専門性の継承が課題となっている。経験の長い担当者の回答の中には、経験の短い

担当者に向けて、研修受講や実際の授業を参観することなどを通して、難聴言語障害教育

担当者を長く続けてほしいと願う記述があった。 

しかし、「研修」の機会が少ないことや開催会場が遠方であることや費用面での負担など

が挙げられていた。複数の都道府県で、大学等での長期研修制度がなくなってしまったこ

ともあり、専門性向上・維持のために制度の復活求める記述があった。 
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Ｅ．自由記述 

 

 難聴・言語障害教育の現在・将来等について意見を、見出し語を記してから自由記述で

回答するよう求めた。回答は 542 校・園からあり、複数内容の記述も見られた。以下、「＊」

には見出し語を記載し、「・」には記述内容を記載した。 

 

＜人事異動・人事配置・人材育成に関すること＞（112 件） 

 ＊ 若手の育成について 

 ＊ 人材の確保について 

 ＊ 指導技術の伝達について 

＊ 教員の不足について 

 ＊ 専門性の維持について 

 ＊ 難言経験年数について 

 ＊ 通級の加配について 

 ＊ 担当者の世代交替について 

・転勤の際はできるだけ言語担当で人事異動させてほしい。 

・異動に伴ってことばの教室の担当を続けられないことがあり、専門性の維持が難しい

場合がある。 

 ・経験年数の少ない担当者が増え、専門性の維持が難しくなっている。 

 ・小・中兼務でも良いので、１校につき２名（男性と女性）の配置が望ましい。小学校

高学年～中学生になると異性の担当者を嫌がる傾向が見られる。 

 ・特別支援学級担当者の免許保有を徹底し異動も一般教員とは別に行ってほしい。 

 ・自立活動や言語聴覚士の免許を持ち、希望する者を優先的に担当にするなどの体制が

とれないか。 

 ・専門性だけがあっても言語聴覚士とは違うので学級担任の経験や見極めができないと

学校にある通級の意味がないと考える。 

 ・担当する前に内地留学があったが、現在はその制度がなくなり、新任者は、大変苦労

している。 

  

＜難聴に関連すること＞（111 件） 

 ＊ 難聴理解について 

 ＊ 難聴学級担当者について 

＊ 教員の専門性について 

＊ 指導方法について 

＊ 補聴器について 

＊ 人工内耳について 


